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貸
金
業
法
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

や
、
返
済
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の
借

金
を
抱
え
、
お
悩
み
の
方
々
か
ら

の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
抱
え
て
い
る
借
金
の
状
況
を
お

聞
き
し
、
必
要
に
応
じ
弁
護
士
・

司
法
書
士
な
ど
の
専
門
家
に
引
き

継
ぎ
を
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

⃝
受
付
時
間
　
月
曜
～
金
曜
日

（
祝
祭
日
・
年
末
年
始
除
く
）
／

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

問
東
北
財
務
局
福
島
財
務
事
務
所

☎
０
２
４
︲
５
３
３
︲
０
０
６
４

　
　
都
会
か
ら
移
住
し
て
き
た
方
々

に
、
田
舎
暮
ら
し
の
情
報
・
知
識

・
技
能
を
提
供
し
た
り
、
相
談
に

の
る
人
を
養
成
す
る
講
座
で
す
。

⃝
日
時
　
１
月
22
日
㈯
・
29
日
㈯
、

２
月
５
日
㈯
／
午
後
１
時
～
４
時

15
分

⃝
会
場
　
マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
（
本

町
）

⃝
参
加
料　
無
料

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

Ν
Ρ
Ο
法
人
白
河
ふ
る
さ
と
回
帰

支
援
セ
ン
タ
ー
☎
㉔
１
０
９
９

⃝
日
時
　
２
月
３
日
㈭
／
午
後
７

時
～
８
時
30
分

⃝
会
場
　
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
白

河
（
Ｊ
Ｒ
新
白
河
駅
前
）

⃝
テ
ー
マ
　
「
今
、
日
本
が
直
面

す
る
内
外
の
課
題
」

⃝
入
場
料
　
１
、
０
０
０
円

問
㈶
立
教
志
塾
☎
㉓
１
４
２
７

　
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
収
容
所
の

解
放
日
（
１
月
27
日
）
に
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
日
本
の
精
霊
流
し
の

よ
う
に
犠
牲
者
を
悼
み
ま
す
。
当

館
で
も
解
放
日
に
近
い
１
月
29
日

に
、
平
和
へ
の
願
い
を
込
め
て
氷

と
牛
乳
パ
ッ
ク
の
キ
ャ
ン
ド
ル
を

６
０
０
０
坪
の
敷
地
に
灯
し
ま
す
。

⃝
日
時
　
１
月
29
日
㈯
／
午
後
５

時
か
ら

⃝
会
場
　
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
平

和
博
物
館
（
白
坂
）

⃝
入
場
料
　
無
料

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ

ツ
平
和
博
物
館
☎
㉘
２
１
０
８
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皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
と
こ
ろ
、
尖
閣
や
北
方
諸
島
、
そ
し
て
朝
鮮
半

島
を
め
ぐ
り
不
穏
な
動
き
が
相
次
ぎ
、
加
え
て
国
政

の
不
安
定
が
国
民
の
不
安
を
招
い
て
い
ま
す
。
国
を

担
う
責
任
と
気
迫
で
確
か
な
舵
取
り
を
望
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
さ
て
、
本
年
は
卯
年
。
ウ
サ
ギ
は
私
た

ち
に
身
近
で
、
キ
ツ
ネ
や
タ
カ
の
獲
物
に
な
る
小
さ

く
弱
い
動
物
。
で
も
そ
の
分
、
危
険
を
察
知
す
る
長

い
耳
と
俊
敏
な
足
を
持
ち
、
同
時
に
旺
盛
な
繁
殖
力

を
得
ま
し
た
。
キ
リ
ス
ト
の
国
で
は
生
命
と
復
活
の

象
徴
。
日
本
で
は
、
ワ
ニ
を
騙
し
損
ね
丸
裸
に
さ
れ

た
り
、
昼
寝
し
カ
メ
に
先
を
越
さ
れ
た
り
と
、
小
賢

し
い
も
の
の
ど
こ
か
ぬ
け
て
い
て
憎
め
な
い
イ
メ
ー

ジ
で
し
ょ
う
か
。

　
昨
年
末
、
今
井
珠
泉
先
生
の
展
覧
会
を
催
し
ま
し

た
。
小
中
学
生
は
じ
め
多
く
の
市
民
に
足
を
運
ん
で

戴
き
大
変
好
評
で
し
た
。
作
品
に
は
、
凍
り
つ
く
北

の
大
地
や
海
に
生
き
る
動
物
が
多
く
、
特
に
イ
ヌ
ワ

シ
や
オ
オ
タ
カ
を
描
い
て
お
ら
れ
ま
す
。
お
の
れ
の

力
の
み
を
頼
り
に
生
き
る
。
今
日
餌
に
あ
り
つ
け
て

も
明
日
の
保
証
は
な
い
。
そ
の
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ

で
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
全
神
経
を
張
っ
て
命
を
つ
な

ぐ
。
そ
の
厳
し
さ
に
魅
了
さ
れ
る
と
先
生
は
言
い
ま

す
。
ま
た
自
ら
深
山
に
分
け
入
り
、
流
氷
に
身
を
置

き
、
あ
た
か
も
自
然
の
一
部
と
な
っ
た
よ
う
に
五
感

を
働
か
せ
る
と
の
こ
と
で
す
。
先
生
の
気
高
い
孤
高

さ
と
精
神
性
を
感
じ
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
私

た
ち
に
「
生
き
る
」
と
い
う
こ
と
の
本
質
を
教
え
て

い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　
尖
閣
で
の
こ
と
は
中
国
の
横
暴
で
す
。
歴
史
的
に

日
本
領
土
と
認
め
て
き
な
が
ら
、
石
油
の
存
在
を
知

る
と
手
の
平
を
返
し
領
有
権
を
主
張
。
旧
ソ
連
も
終

戦
直
前
、
中
立
条
約
を
い
と
も
簡
単
に
反
故
に
し
北

方
諸
島
を
占
拠
。
尖
閣
騒
動
の
時
に
、
狙
い
す
ま
す

か
の
よ
う
に
大
統
領
が
北
海
道
を
見
通
せ
る
地
へ
足

を
伸
ば
す
。
そ
も
そ
も
中
国
は
中
華
思
想
、
ロ
シ

ア
は
膨
張
主
義
。
時
が
移
り
人
が
変
わ
っ
て
も
国

の
本
能
は
変
わ
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
。

　

か
つ
て
「
日
本
人
は
水
と
安
全
は
た
だ
と
思
っ

て
い
る
」
と
喝
破
し
た
評
論
家
が
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
日
露
戦
争
前
夜
の
日
本
は
必
死
で
し
た
。

北
方
の
熊
ロ
シ
ア
が
、
満
州
を
拠
点
に
朝
鮮
に
手

を
か
け
よ
う
と
す
る
。
呑
み
こ
ま
れ
る
と
の
恐
怖

が
日
本
を
掩お

お

う
。
リ
ー
ダ
ー
は
「
勝
つ
こ
と
は
な

い
、
せ
い
ぜ
い
五
分
と
五
分
。
し
か
し
や
ら
ね
ば

な
ら
ぬ
」
と
悲
壮
な
決
断
を
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
、

政
治
家
、
外
交
官
、
軍
人
た
ち
が
能
力
の
限
り
を

尽
く
し
ま
す
。
英
国
の
懐
に
と
び
こ
ん
で
同
盟
を

結
ぶ
。
米
国
大
統
領
と
の
友
情
を
テ
コ
に
和
平
仲

介
を
依
頼
。
外
債
に
よ
る
戦
費
調
達
。
ロ
シ
ア
反

政
府
組
織
へ
の
支
援
。
脳
し
ょ
う
を
絞
っ
た
大
海

戦
の
作
戦
。
小
さ
な
動
き
も
見
逃
さ
ず
、
相
手
の

意
図
を
見
抜
く
「
ウ
サ
ギ
の
耳
」
と
国
際
情
勢
や

彼
我
の
経
済
力
・
軍
事
力
を
つ
か
む
「
ワ
シ
の
目
」

を
持
っ
た
人
物
が
い
ま
し
た
。

　

世
界
が
う
ね
り
を
あ
げ
新
た
な
時
代
に
つ
き
進

ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
い
ま
な
お
世
界
は
弱
肉

強
食
の
影
を
ひ
き
ず
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

経
済
は
勿
論
、
外
交
・
防
衛
等
国
土
と
国
民
を
守

る
た
め
、「
ウ
サ
ギ
の
耳
」
と
「
ワ
シ
の
目
」
を
持

つ
普
通
の
国
家
と
し
て
の
振
舞
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
一
方
、
地
方
も
「
自
分
の
ま
ち
は
自
分
が
つ
く
る
」

と
い
う
強
い
意
思
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

世
界
と
日
本
の
動
き
を
敏
感
か
つ
本
質
的
に
と
ら

え
、
そ
の
影
響
を
量
り
的
確
な
対
策
を
う
つ
力
を

持
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

４
月
に
は
、
新
図
書
館
、
商
工
会
議
所
そ
し
て

ヨ
ー
ク
タ
ウ
ン
が
一
斉
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
中

町
の
一
角
に
も
８
つ
の
店
舗
が
軒
を
並
べ
る
空
間

が
で
き
、
駅
前
周
辺
が
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
最
大
手

の
ヤ
フ
ー
の
進
出
も
決
ま
り
、
春
に
も
着
工
し
ま
す
。

市
と
県
の
連
携
そ
し
て
首
都
圏
へ
の
近
接
、
地
震

へ
の
強
さ
等
白
河
の
優
れ
た
条
件
が
評
価
さ
れ
た

結
果
で
す
。
私
た
ち
の
住
む
白
河
に
自
信
と
誇
り

を
持
ち
、
こ
の
一
年
元
気
に
歩
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

   

白
河
市
長
　

　     

鈴
木
　
和
夫

 『
ウ
サ
ギ
の
耳
と

　
　
　
　
　
ワ
シ
の
目
』

市
長
の

手
控
え
帖 ⃝

日
時
　
１
月
15
日
㈯
～
２
月
27

日
㈰
／
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５

時　
※
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま

で
（
休
館
日
／
月
曜
日
）

⃝
会
場
　
県
立
神
奈
川
近
代
文
学

館
（
横
浜
市
中
区
）

⃝
協
力
　
中
山
義
秀
記
念
文
学
館

⃝
入
館
料　
一
般　

２
５
０
円
、

20
歳
未
満
及
び
学
生　
１
５
０
円
、

高
校
生
以
下
及
び
65
歳
以
上　
無

料
（
無
料
招
待
券
は
、
中
山
義
秀

記
念
文
学
館
☎
㊻
３
６
１
４
ま
で
）

問
県
立
神
奈
川
近
代
文
学
館
☎
０

４
５
︲
６
２
２
︲
６
６
６
６

　
毎
月
１
・
11
・
21
日
は
、
バ
ス

・
鉄
道
利
用
促
進
デ
ー
で
す
。

　
環
境
に
や
さ
し
い
バ
ス
・
鉄
道

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

《
県
内
バ
ス
特
殊
割
引
回
数
券
》

　
バ
ス
・
鉄
道
利
用
促
進
デ
ー
に

限
り
、
利
用
で
き
る
特
殊
割
引
回

数
券
（
１
、
４
０
０
円
分
）
を
１
、

０
０
０
円
で
販
売
し
ま
す
。

問
県
生
活
交
通
課
☎
０
２
４
︲
５

２
１
︲
７
１
５
８

　
改
正
貸
金
業
法
が
６
月
18
日
に

完
全
実
施
さ
れ
、
借
り
入
れ
ル
ー

ル
が
変
わ
り
ま
し
た
。

《
総
量
規
制
～
借
り
す
ぎ
・
貸
し

過
ぎ
の
防
止
～
》

▽
年
収
の
３
分
の
１
を
超
え
る
額

の
新
規
の
借
入
れ
が
で
き
な
く
な

り
ま
し
た　
▽
借
入
の
際
に
収
入

を
証
明
す
る
書
類
が
基
本
的
に
必

要
に
な
り
ま
し
た

《
上
限
金
利
の
引
き
下
げ
》

▽
法
律
上
の
上
限
金
利
が
29
・
２

％
か
ら
、
借
入
金
額
に
応
じ
て
15

～
20
％
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た

　
福
島
財
務
事
務
所
で
は
、
改
正

【白河市歴史まちづくり計画（白河市歴史的風致維持向上計画）】
　本市では、史跡「小峰城跡」を核として、地域に残る歴史的な建造物や
町並み、提灯まつりやだるま市などの伝統的な人々の活動を継承していく
ため、平成20年に制定された「歴史まちづくり法」に基づく「歴史まちづ
くり計画」を策定し、国の認定を目指しています。
　認定となれば県内第１号となり、今後、様々な法律上の特例措置や国の
総合的な支援を受け、本市に残る歴史的・文化的資源を生かしたまちづく
りに取り組んでいきます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　                               　　　　　　　問本庁舎都市計画課　内2293

市の事業の進捗状況などについてお知らせします。

ま
ち
か
ど
伝
言
板

櫻さ
く
ら
い井

よ
し
こ
講
演
会

ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
2011

田
舎
暮
ら
し
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
養
成
講
座

収
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン「
中
山
義
秀
展
」

バ
ス
・
鉄
道
利
用
促
進
デ
ー

多
重
債
務
相
談
窓
口

マタニティマークをご存じですか？
　市では、妊婦さんにやさ
しい環境づくりを推進して
います。
　マタニティマークを見か
けたら、やさしい心づかい
をお願いします。

　　　　　　問本庁舎健康増進課☎㉗2112

案
内

▲白河提灯まつり総町渡御


